
「地方独立行政法人北海道立総合研究機構の

第４期中期目標」の素案について

令和６年（２０２４年）８月９日（金）～９月９日（月）
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１ 「道総研」とは

○ ２０１０年に北海道が設立した、農業、水産、森林、産業技術環境、

建築の５つの研究本部と運営を行う法人本部で構成されている

総合的な研究機関です

○ 道総研の役割

北海道の豊かな自然と地域の特色を生かした研究や技術支援等を

通して、道民の豊かな暮らしづくりや自然環境の保全に貢献します
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２ 「中期目標」とは

○ 中期目標は、地方独立行政法人法という法律に基づいて、

北海道が道総研に対して５年ごとに定めるものです

○ 期間は「令和７年４月～令和12年３月」の５年間です

○ 道民のみなさんの生活がよくなるよう、また、道内の産業が

ますます元気になるよう、道総研に取り組んでほしい研究など

について方向性を示すものです
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項目 主な内容

研究の進め方 道の施策などを踏まえて、これまでの研究成果や専門性を生かして、総合力を発揮

して分野横断的な研究を進めます

農業に関する研究 ・ 豊かな食生活を支える農業や食関連産業を振興します

・ 環境と調和した持続的農業を推進します

・ 地域の特色を生かした農業・農村を振興します

水産に関する研究 ・ 地域を支える漁業を振興します

・ 新たな資源の有効活用と高度利用を推進します

・ 自然との共生を目指した水産業を振興します

森林に関する研究 ・ 森林資源の循環利用による林業や木材産業の健全な発展を振興します

・ 森林の多面的機能の持続的な発揮を図ります
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項目 主な内容

産業技術環境に関する研究 ・地域経済をけん引するものづくり産業を振興します

・成長力を持った力強い食関連産業を振興します

・脱炭素化や循環資源等の利用を推進します

・生活・産業基盤を支える環境の保全を図ります

・災害の被害防止・軽減や地質資源の活用を図ります

建築・まちづくりに関する研究 暮らし・地域・環境を育む建築・まちづくりを推進します
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３ 「中期目標」のポイント

「社会のニーズ」と「研究成果の社会への活用」を、意識した研究を進める

○ 各分野において、「デジタル技術の活用」と「脱炭素化」をテーマとし

た研究に取り組むよう示す

○ 地域課題を把握し、その解決に向けた研究に取り組むよう示す
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○ みなさんの意見はコチラ↓から

ＵＲＬ：https://www.harp.lg.jp/SksJuminWeb/EntryForm?id=eVNSPFgE
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